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　この度は、日本がん登録協議会第３３回学術集会 in 島
根にて、最優秀口演賞という栄えある賞を授与いただき、
大変光栄に存じます。この場をお借りして、ご指導いただ
いた共同演者の先生方、研究実施にあたって多大なご協
力をいただいた岡山大学病院がん登録室ならびに診療情
報管理室の皆様に御礼申し上げます。
　代表的な精神疾患である統合失調症患者では、精神障
害の無い者と比べてがんの死亡率が高いことが知られて
います。その背景として、がんの診断や治療などの各診
療場面において格差が生じていることが海外では多数報
告されていますが、我が国においては、診断時のがん進
展度やがん治療に対する精神疾患の影響についての知見
は限られます。我が国の単独のデータベースでこれらの
格差を明らかにすることは困難であり、がん登録情報と
DPC データ等の複数のデータベースを突合して初めて可

能となります。今回我々は、多施設調査に向けて院内がん
登録とDPC データを利用するデータ収集手順書を作成
し、岡山大学病院単施設での研究実施可能性を確認しま
した。結果として、データ収集手順書で計画した全ての
変数の収集およびデータ集計が可能であることが確認で
きました。また、解析対象となったサンプル数は、２０１
１年４月～２０２１年１２月までの約１０年間で、大腸が
ん１３６８例、胃がん１８７２例、肺がん２２９９例、乳
がん２４３３例、子宮頸がん６０４例であり、統合失調症
の併存を認めた症例は各がん４～８例（併存率０.２１~０.
９９%）でした。これは我が国の統合失調症患者の有病率
（０.５９%）を考慮しても妥当な数値と考えられました。本
予備調査で作成した手順と結果を踏まえ、次のステップと
して大規模な多施設調査の計画を進めております。
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　この度の日本がん登録協議会第３３回学術集会で、優秀
口演賞をいただきました。本研究は、大阪府がん登録を
用いて、小児がん経験者数の把握や有病率を推計したも
のです。小児がん経験
者数（有病数）は基準
となる時点で死亡情報
が得られていない数と
定義し、１９７５～２
０１９年に診断された
小児がんを対象としま
した。最終解析対象
となった８,１８６人の
うち、２０１９年末時点
で５,２５２人が生存し
ており、これは、１００
万人あたりの粗率で８
８３、年齢標準化率で
９８７に相当しました。5年有病率（年齢標準化、１００万
人あたり）は１９４（１９７９年）から４１７（２０１９年）
に増加し、年平均変化率は +１.９%でした。１０年有病
率は３９１（１９８４年）から７１５（２０１９年）に増加し、

年平均変化率は +１.７ % でした。多くの小児がんの生
存率が改善したことなどにより、５年・１０年有病率は
増加傾向であると考えられました。小児がんの種類は、

白血病（ n =１,５５９, ３０%）、
中枢神経系（n = ９９６, １９
%）の順に多く、２０１９年
末時点の年齢は１５～３９歳
のAYA 世代（n=３,０５６, ５
８%）が半数以上を占めま
した。小児がん経験者数に
関する報告が限られている
中、人口規模が大きく、長
い歴史を持つ大阪府がん登
録を用いることで、このよ
うなテーマに取り組むこと
ができました。
　最後になりましたが、が

ん登録業務に携わるスタッフの皆様、ご指導いただきま
した先生方に心より感謝申し上げます。これからもがん
サバイバーシップ支援に繋げられるよう、がん登録業
務や研究に真摯に取り組んでまいります。

第３３回学術集会 in島根第３３回学術集会 in島根


